
基本計画（６．施設の構成と想定規模）比較表

○バスケットボール
○バレーボール
○バドミントン
○卓球
○テニス

○剣道
〇柔道
〇なぎなた
〇空手道
○フットサル

（１）メインアリーナ

６．２．施設の構成と想定規模

　市民の日常的なスポーツ活動や健康づくりの拠点にするととも
に、市大会等が開催できるような施設を考えています。また、体育
館の利用方法として、展示会や商談会、学会など多用途型の施設を
考えていきます。
　なお、現時点では、新体育館の延床面積は、廃止対象3体育館の延
床面積の合計（約9,500㎡）以内を想定しています。

　メインアリーナは、市民の日常的なスポーツ活動や健康づくりは
もとより、市大会など一定規模の大会の開催も勘案し、次の規模が
適当と考えています。
① アリーナの広さ・天井高
　メインアリーナは、バスケットボール、バレーボールの公式コー
トが、それぞれ同時に２面確保できる広さが必要と考えており、50
ｍ×40ｍ程度を想定しています。
　天井高については、バレーボール競技に支障がないよう、12.5ｍ
は最低必要と考えています。
② 観客席
　観客席については、1,000席～1,500席程度を想定しており、2階に
固定席を考えています。

６．２．施設の構成と想定規模

　県立浜山体育館との機能分担を踏まえ、市民の日常的なスポーツ
活動や健康づくりの拠点にするとともに、市大会等が開催できるよ
うな施設とします。また、体育館の利用方法として、市民のスポー
ツ活動拠点としての機能をメインとしつつ、可能な範囲で、各種団
体の会議、展示会、災害時の避難所等に活用できるように整備しま
す。
　なお、現時点では、新体育館の構造は2階建てとし、延床面積は、
廃止対象3体育館の延床面積の合計（約9,500㎡）以内を想定してい
ます。

（１）メインアリーナ

　メインアリーナは、市民の日常的なスポーツ活動や健康づくりの
ほか、市大会など一定規模の大会の開催を想定し、バスケットボー
ル、バレーボールの公式コートが、それぞれ同時に2面確保できる広
さとして、50m×40ｍ（2,000㎡）程度とします。
　天井高は、バレーボールを実施するうえで支障がない高さである
12.5m程度とします。
　また、市民が利用しやすく、かつ、多くの方が利用できるよう、
防球ネットを設置し、分割利用ができるようにします。
　観客席は、試合などの観覧・応援、選手の休憩・待機場所として
利用することから、過去の市大会等の開催実績を踏まえ、2階に
1,000席程度の固定席を確保します。また、それ以外にも観覧スペー
スを確保します。

６．施設の構成と想定規模

　市内の体育館において使用されている競技種目のほか、各種
ニュースポーツ、レクリエーションスポーツに対応できるよう配慮
します。

６．施設の構成と想定規模

６．１．実施種目 ６．１．実施種目

　市内の体育館において、使用頻度の高い種目は以下のとおりで
す。
　これらの他、スポンジテニスやソフトバレーボール等の各種
ニュースポーツ、レクリエーションスポーツに対応します。

変更後（H31.2.6時点） 変更前（素案）

⇐
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基本計画（６．施設の構成と想定規模）比較表

変更後（H31.2.6時点） 変更前（素案）

（６）更衣室・選手控室

　利用者の利便性を向上させ、施設を快適に使用できるように、更
衣室を設置したいと考えています。また、大会開催時を想定し選手
控室も設置したいと考えています。

（７）器具庫・倉庫

（２）サブアリーナ

　市民の日常的なスポーツ活動やメインアリーナでの大会開催時の
ことを考慮し、サブアリーナを設置したいと考えています。
① アリーナの広さ・天井高
　バスケットボール、バレーボールの公式コート１面が確保できる
広さが必要と考えており、38ｍ×25ｍ程度を想定しています。
天井高については、メインアリーナと同じ12.5ｍは最低必要と考え
ています。
　なお、サブアリーナには、観客席を設ける必要はないと考えてい
ます。

（３）多目的室

　各種会議や研修会、軽運動やダンス等、多様なニーズに対応する
ため、多目的室を設置したいと考えています。
　広さについては、100名程度を収容できるものを想定しています。

（４）会議室・大会役員室

　大会開催時には大会役員室として、大会開催時以外は各種会議や
研修会に利用できる会議室を設置します。
　また、様々なニーズに対応できるよう、分割利用できる構造とし
ます。

（５）ランニングコース

（２）サブアリーナ

　市民の日常的なスポーツ活動やメインアリーナでの大会開催時の
試合会場・アップ会場としての利用を想定し、サブアリーナを設置
します。バスケットボール、バレーボールの公式コートが、1面確保
できる広さとして、40m×25ｍ（1,000㎡）程度とします。
　天井高は、メインアリーナと同様に、バレーボールを実施するう
えで支障がない高さとして、12.5m程度とします。
　また、メインアリーナと同様に、防球ネットを設置し、分割利用
ができるようにします。
　2階に観覧スペースを確保します。

（３）多目的室

（５）ランニングコース

　大会開催時には大会役員室として、大会開催時以外は各種会議や
研修会に利用できる会議室を設置したいと考えています。

　エアロビクス、ダンス、ヨガ、軽運動など多様なスポーツニーズ
に対応できる部屋として、100人程度が収容可能な多目的室（スタジ
オ）を設置します。この部屋には鏡を設置し、少人数利用にも対応
できるよう、分割利用できる構造とします。
　また、各種会議や研修会などにも活用できるスペースとします。

（４）会議室・大会役員室

（６）更衣室・ロッカー・シャワー室

　利用者の利便性を向上させ、施設を快適に使用できるように、メ
インアリーナやサブアリーナ、多目的室等の位置関係を考慮しなが
ら、更衣室・ロッカー・シャワー室を1階に設置します。

（７）器具庫・倉庫

　各種競技に必要な備品等を収納するための器具庫・倉庫をメイン
アリーナやサブアリーナなど各諸室の配置を考慮しながら確保しま
す。

⇐

　大会時のアップや特に雨天時、冬季など日頃の市民のスポーツ活
動等に利用できるランニングコースをメインアリーナ2階に設置しま
す。
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基本計画（６．施設の構成と想定規模）比較表

変更後（H31.2.6時点） 変更前（素案）

（８）授乳室・キッズルーム

　子育て世代が安心してスポーツに取り組むことができ、子育てを
している親や子どもの交流を促進するために、授乳室や幼児の遊び
場、待機場所となるキッズルームを設置したいと考えています。

（９）談話・休憩スペース

　利用者が休憩でき、市民が憩うスペースとして、休憩室を設置し
たいと考えています。

（10）エントランスホール・ロビー

（11）放送室

　各種大会やコンベンション利用を想定し、放送室を設置したいと
考えています。

（12）医務室

　利用者のケガなどの処置を行うため、医務室を設置したいと考え
ています。

（13）事務室

　施設の管理等を行うため、事務室は必要だと考えています。

６．３．屋外機能

（１）駐車場

　駐車場は、観客席の設置数にもよりますが、300台～500台程度と
考えています。

（10）エントランスホール・ロビー

（11）放送室

　各種大会やコンベンション利用を想定し、放送室を設置します。
　また、様々な利用を想定し、全館及び部屋単位での放送ができる
ようにします。

（12）医務室

（９）休憩スペース・物販コーナー

　利用者が休憩でき、市民が憩う場として、休憩スペースを確保し
ます。休憩スペースには、自動販売機等物販コーナーの設置が考え
られます。

（８）キッズルーム・授乳室

　子育て世代が安心してスポーツに取り組むことができ、子育てを
している親や子どもの交流を促進するために、授乳室や幼児の遊び
場、待機場所となるキッズルームを設置します。

　利用者のケガなどの処置を行うため、医務室を設置します。

（13）事務室

　施設の管理等を行うため、事務室を設置します。

６．３．屋外機能

（１）駐車場・駐輪場

　施設の顔として開放感があり、スポーツに関する資料展示など情
報発信・情報収集機能も有するオープンなスペースを確保します。
　また、大会開催時には選手の待機場所として、またイベント開催
時には展示スペースなど多様な利用ができるよう、可能な限り広い
空間を確保します。

⇐

　駐車場は、1,000席程度の観客数を考慮し、400台程度を想定しま
す。さらに隣接する島根県立大学出雲キャンパス（駐車場）の相互
利用を検討します。
　また、駐輪場も設置します。

3 / 4 ページ



基本計画（６．施設の構成と想定規模）比較表

変更後（H31.2.6時点） 変更前（素案）

　スポーツ以外の会議や展示会等でも利用できるよう、コンベン
ション機能について検討します。

（３）その他

　市が主催する成人式や文化祭、各種会議等のほか、選挙の開票所
として利用できるような設備を検討します。

（２）緑地・憩いの広場

６．４．付随する機能

（１）避難所機能

　体育館という大人数を収容可能な性質から、避難所機能について
検討します。

（２）コンベンション機能（２）コンベンション機能

　コンベンション機能については、大規模な会議や展示会などが開
催できるようにします。また、ステージや大型搬入口の設置のほ
か、音響に配慮します。

（２）緑地・憩いの広場

６．４．付随する機能

　敷地内には、植栽など緑地帯を設け景観に配慮するほか、市民の
憩い・やすらぎの場、大会開催時のウォーミングアップの場、また
イベント時には体育館と一体的に活用できる賑わいの場となるス
ペースを確保します。

（１）避難所機能

　大人数の収容が可能なことから、避難所として位置付けます。
　避難所として必要となる、避難者の食糧や資機材及び備品等を保
管する備蓄倉庫を確保します。
　なお、避難所運営にあたっては、看護・健康栄養学科を有する島
根県立大学出雲キャンパスとの連携を検討します。

（３）その他

　成人式や選挙開票所の利用についても検討します。 

　新体育館は、市民のスポーツ活動拠点としての機能をメインとし
つつ、可能な範囲で次のような機能を付加します。

⇐
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